
 

 

1 

 

道路構造の手引き改定対照表 

第８編 のり面保護・擁壁 

8-3～8-4 

 

新 旧 改定理由 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土砂災害警戒区域等指定の可能性がある場合

の対応について追記した。 

 

 

円滑な施工のため、設計段階において盛土施

工時の段切に留意するよう追記した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

2 

 

道路構造の手引き改定対照表 

第８編 のり面保護・擁壁 

8-7～8-8 

 

新 旧 改訂理由 

 

～～～～～～～～～～～～ （中略） ～～～～～～～～～～～～ 

 

 

 

～～～～～～～～～～～～ （中略） ～～～～～～～～～～～～ 

 

 

 

 

 

土砂災害警戒区域等指定の可能性がある場合

の対応について追記した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用地取得を広大な筆に掛けると、工事費を上

回る用地測量費が必要となる場合があり、予

算不足で事業が停滞することがある。保安林

手続きも同様である。 

事業の早期進捗のため、工法選定の段階に用

地測量費や保安林手続きを考慮した設計を行

うよう、留意事項を追記した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

3 

 

道路構造の手引き改定対照表 

第８編 のり面保護・擁壁 

8-21 

 

新 旧 改訂理由 

 

～～～～～～～～～～～～ （中略） ～～～～～～～～～～～～ 

 

 

～～～～～～～～～～～～ （以下略） ～～～～～～～～～～～～ 

 

 

「道路土工―切土工・斜面安定工指針」の記

述を踏まえ、一律に植生工を採用するのでは

なく、周辺環境、経済性、施工性、施工後の

維持管理を考慮して最適な工法を選定するこ

とを明示した。 

 

 

 

 

 

 

 

土砂災害警戒区域等指定の可能性がある場合

の対応について追記した。 

 

局所的な工事における用地測量費等の課題に

ついて追記した。 



 

 

4 

 

道路構造の手引き改定対照表 

第８編 のり面保護・擁壁 

8-29～8-30 

 

新 旧 改訂理由 

4. 植生によるのり面保護工の工法 

～～～～～～～～～～～～ （中略） ～～～～～～～～～～～～ 

 

 

 

4. 植生によるのり面保護工の工法 

～～～～～～～～～～～～ （中略） ～～～～～～～～～～～～ 

 

 

 

防草対策の斜距離 2m は必要最小限の基準値

であって、経済性検討の結果、斜距離が 2m

を超える場合もあることから、「以上」を追

記した。 

 

 

 

 

 

 

 

第 11 編 維持修繕 4.4 防草対策と整合を図

り、「参考図」に変更した。 

 

 

図 4.1 によって一律に防草対策を計画するの

ではなく、維持管理を踏まえた全体最適のた

め、経済性の観点による防草対策の検討を促

すよう追記した。 

 

盛土のり面においても、一律に防草対策を計

画するのではなく、周辺環境を踏まえた最適

な防草対策を検討するよう追記した。 

 

 

 



 

 

5 

 

道路構造の手引き改定対照表 

第８編 のり面保護・擁壁 

8-34 

 

新 旧 改訂理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

モルタル吹付とコンクリート吹付の使い分け

について不明確のため、落石対策便覧を参考

としてよいと追記した。 

 

 

 

 



 

 

6 

 

道路構造の手引き改定対照表 

第８編 のり面保護・擁壁 

8-45 

 

新 旧 改訂理由 

3. 設計フローチャート 

～～～～～～～～～～～～ （中略） ～～～～～～～～～～～～ 

 

 

 

3. 設計フローチャート 

～～～～～～～～～～～～ （中略） ～～～～～～～～～～～～ 

 

 

 

局所的な工事における用地測量費等の課題に

ついて追記した。 

 

 

 

 



 

 

7 

 

道路構造の手引き改定対照表 

第８編 のり面保護・擁壁 

8-48 

 

新 旧 改訂理由 

 

 

 

 

 

落石対策便覧と整合を図るため、最大跳躍高

に余裕高を加え、捕捉できる高さを 2.5m 以

上に改めた。 

 

 

 

 



 

 

8 

 

道路構造の手引き改定対照表 

第８編 のり面保護・擁壁 

8-50 

 

新 旧 改訂理由 

  

 

 

 

 

 

 

8-28 と同様に、落石を捕捉できる高さを

2.5m 以上に改めた。 

 

 

 

 



 

 

9 

 

道路構造の手引き改定対照表 

第８編 のり面保護・擁壁 

8-53 

 

新 旧 改訂理由 

  

 

～～～～～～～～～～～～ （中略） ～～～～～～～～～～～～ 

 

 

 

 

 

～～～～～～～～～～～～ （以下略） ～～～～～～～～～～～～ 

 

 

 

ブロック積擁壁の採用上の注意点である「土

圧の小さな場合」について、具体的な例とし

て災害手帳のページ等を追記した。 

 

 

 

 



 

 

10 

 

道路構造の手引き改定対照表 

第８編 のり面保護・擁壁 

8-57 

 

新 旧 改訂理由 

3.2  構造形式の選定 

～～～～～～～～～～～～ （中略） ～～～～～～～～～～～～ 

 

 

 

3.2  構造形式の選定 

～～～～～～～～～～～～ （中略） ～～～～～～～～～～～～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プレキャストコンクリート製品に関する通知

を踏まえ、検討方法の考え方等を追記した。 

 

 

 

土砂災害警戒区域等指定の可能性がある場合

の対応について追記した。 

 

局所的な工事における用地測量費等の課題に

ついて追記した。 



 

 

11 

 

道路構造の手引き改定対照表 

第８編 のり面保護・擁壁 

8-68 

 

新 旧 改訂理由 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

底版を有する形式の擁壁において、底版厚さ

が一定でない等の場合における考え方を追記

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中位の砂質地盤における重力式擁壁の根入れ

深さについて、分かりにくい表現を見直し

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

12 

 

道路構造の手引き改定対照表 

第８編 のり面保護・擁壁 

8-94 

 

新 旧 改訂理由 

 

 

 

 

 

道路土工―擁壁工指針、P.213、平成 24 年 7

月、(公社)日本道路協会の 5-10-2 のとお

り、防護柵など付属施設の基礎は擁壁と分離

することが望ましいことを明示した。 

 

 

 

 

 



 

 

13 

 

道路構造の手引き改定対照表 

第８編 のり面保護・擁壁 

8-95 

 

新 旧 改訂理由 

 

 

 

 

 

修景が必須であるかのように受け取られる表

現を避けるため、記述を見直した。 

 

 

 

 

 


